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医療連携支援センターではメールマガジンを発行しています。当院ホームページ
より医療連携支援センターにアクセスし、オレンジ色の「メルマガ申込」からご登録
ください。

メールマガジンにご登録ください！

＊土日祝祭日・年末年始（12月29日～ 1月3日）、および受診日当日の予約は受け付けておりません。また、翌日分の予約は14時までとなっております。
＊時間外・休日などのお申し込み分は翌診療日にご連絡させていただきます。（FAX受診は24時間可能）

医療機関からの初診事前予約について

新メンバーのご紹介

お問い合わせ先　03-5803-4655（地域連携室）

FAX予約
の場合

FAX：03‒5803‒0119
（受付時間8：30 ～ 16：00）
に、紹介状・申込書を送信してください。
速やかに当院よりFAXで「外来診療予約票」を返信し
ます。

電話予約
の場合

TEL：03‒5803‒4655
（受付時間8：30 ～ 16：00）
に、電話をおかけください。
その際に患者さんの氏名・生年月日・希望診療科名・
予約希望日をお知らせください。

ぜひご利用ください

お問い合わせ先
精神科・心身医療科の予約・精神科外来
ＴＥＬ：０３－５８０３－５６７３
 （土日祝を除く14:00 ～ 17:00）

●精神科・心身医療科の予約方法について
精神科・心身医療科の予約に関しては、精神科外来が受け付け

ています。当院の精神科・心身医療科に患者さんのご紹介を希望
される場合は、右記にご連絡ください。

医療連携支援センターで働く
9人の新しいメンバーを紹介し
ます。今後ともよろしくお願い
します。

左から

杉山 真里美（すぎやま まりみ）
医療支援課 地域連携係

「常に笑顔を心がけ、患者さんの不安な気持ちを少
しでも取り除けるようがんばります」

太田原 諭（おおたわら さとし）
医療支援課地域連携係主任

「“おもてなし”の心で患者さんに接して
がんばります」

兼子 胡桃（かねこ くるみ）
医療支援課 地域連携係

「皆様のお役に立てるよう、心を込めて努
めてまいります。よろしくお願いします」

稲福 愛美（いなふく まなみ）
医療支援課 地域連携係

「初めての病院勤務ですが、地域連携の
役割を果たすことで、患者さんに役立つ
ようがんばります」

大岩　裕一（おおいわ ゆういち）
医療支援課 医療福祉支援係長

「皆様のお役に立てるようにがんばり
ます」

片山 悦子（かたやま えつこ）
看護部 医療連携支援センター 看護師長

「看護師長として医療連携支援センターに異動にな
りました。他職種の方々と協力して、患者さんがそ
れぞれの地域へスムーズに帰れるよう支援します」

菅野 人美（すがの ひとみ）
看護部 医療福祉支援室 副看護師長

「わからないことばかりですが、少
しずつ慣れて、皆様のお役に立て
るようにがんばりますので、よろし
くお願いします」

伊藤 圭（いとう けい）
医療支援課 医療福祉支援係

「皆様のお役に立てるようがん
ばりますので、よろしくお願いし
ます」

伊良原 裕子（いらはら ゆうこ）
医療福祉支援室 MSW

「地域の方 と々協力しながら、患者
さんとともに考え、生活を支えら
れるよう努力してまいります」

御茶の水通信

東京医科歯科大学医学部附属病院の理念
●理念： 安全良質な高度・先進医療を提供しつづける、

社会に開かれた病院
●目標： １．患者中心の良質な全人的医療の提供

2．人間性豊かな医療人の育成
3．高度先進医療の開発と実践
4．国民のニーズに応える開かれた病院

医療連携支援センター
（地域連携室）

TEL : 03-5803-4655
FAX : 03-5803-0119

No.10

TOPICS
●センター長よりご挨拶
●東京消防庁より表彰状を授与
●1階ロビーに連携病院を掲示
●頭頸部外科のご紹介／朝蔭孝宏教授
●退院支援リンクナースについて
●「肝炎・肝がん撲滅外来」を開設しました！
●新メンバーの紹介
●医療機関からの初診事前予約について
●精神科の予約受付について

財団法人日本医療評価機構 認定病院

日頃より、地域医療連携に対し格別なご
高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
近年、医療の専門化・高度化に伴い医療
機関の機能分化が求められるようになりまし
た。そのような状況のもと、高度医療機関と
しての責務を十分認識しながら、地域医療
機関の皆様との役割分担を明確にし、地域
完結型医療に取り組むため、病診連携・病
病連携をさらに充実させることが大切と実感
しております。患者さん、地域医療機関の皆
様、当院からなるトライアングル間の連携を
スムーズにおこない、紹介・逆紹介を通し
て患者さんが安心して治療に専念できるよ
う取り組んでいく所存でございます。今後と
も皆様のご支援を賜りますようお願い申し上
げます。

医療連携支援センター
センター長よりご挨拶
医療連携支援センター長（病院長補佐）
泉山 肇 Hajime Izumiyama

医学部附属病院
Tokyo Medical and Dental University

●紹介患者さんのスムーズな受け入れ
●医療機関からの初診事前予約受付
●入院・退院患者さんとそのご家族のサポート
●その他の医療・福祉相談

医療連携支援センターの役割

↑1階ロビーで連携医療機関一覧の掲示をスタートしました

←東京消防庁より表彰状を授与　
東京消防庁より、平成27年9月9日（水曜日）の「救急の日」に、
「本院の多年にわたる救急行政への協力」に対して、表彰状が
贈られました。



朝蔭 孝宏 診療科長（教授）

頭頸部外科

頭頸部の難治疾患に苦しむ
患者さんを救うことが使命です

頭 頸 部 外 科 の ご 紹 介

退院後も地域で患者さんが安心して生活できるようにサポート

「肝炎・肝がん撲滅外来」を開設しました！

退 院 支 援 リ ン ク ナース に つ い て 肝炎ウィルス検査
陽性の方は一度
受診することをお
勧めします

【外来担当医一覧】
月 火 水 木 金

午前 東 正新　　　　
井津井 康浩

柿沼 晴
中川 美奈 北畑 富貴子

午後 朝比奈 靖浩 村川 美也子 東 正新
中川 美奈 朝比奈 靖浩 田中 雄二郎

【対象疾患】　肝炎、肝硬変、肝がん
●受診には紹介状が必要です。
● 当科はアルコール依存治療の専門施設では
ありません。
● 東京医科歯科大学消化器病態学分野（消化
器内科）のウェブサイトも合わせてご覧くだ
さい。

　  http://www.tmd.ac. jp/grad/gast/
liver_index.html

東京医科歯科大学では、平成
27年10月1日に医学部附属
病院に「肝炎・肝がん撲滅外来」
を開設いたしました。当外来は
当院消化器内科のこれまでの高
度な診療・研究実績、および肝
胆膵外科・放射線科との連携を
基盤に、肝臓病診療に特化した
外来として、より多くの患者さん
に専門的な先端治療を受けてい
ただくために設置されました。
日本では年間約3万人以上
が肝がんで亡くなっており、先
進国ではワースト1です。これ
ら肝がんの約80%は肝炎ウイ
ルスが原因で、その持続感染者
は約300万人と推定されていま

当院の頭頸部外科は、耳鼻咽喉科
領域のがんをはじめとした悪性腫瘍
に特化し、日本で最初のそして国立
大学で唯一の頭頸部外科学講座でも
あります。私たちの頭頸部外科医の
使命は頭頸部癌に苦しむ患者さんを
救うことです。多くの診療科と協力し
て、他の病院では治療が難しいと判
断された進行癌や難治例に対しても
積極的に取り組んでおり、早期癌に
対しては音声や飲み込みの機能を温
存した治療を行っています。
医療の現場では時代ごとの治療の

す。しかし、これまで治療を受け
た人はごくわずかで、多くは専
門医療機関を受診したことすら
ないと言われています。一方最
近、肝疾患に対する治療はダイ
ナミックに変化してきており、例
えばC型肝炎では新薬の登場に
より、わずか3か月程度の専門
治療で、副作用も少なく、ほぼ
すべての患者さんでウイルス排
除が可能になってきました。
このように肝疾患診療が目覚
ましく変貌を遂げる中、連携医
療機関の先生方におかれまして
は、是非とも私どもの「肝炎・
肝がん撲滅外来」をご活用いた
だけましたら幸いに存じます。先

変遷を認めます。新しい治療が必ず
しもいい結果を生むとは限りません。
短期的に治療成績を検討し、問題点
があれば早期に軌道修正し、明日か
らの患者さんへの治療に還元するこ
とが重要です。また、それだけでは
なく中長期的視点で未来の患者さん
に対してベストの医療を提供できる
ような努力が望まれます。当科では、
治療効果を高めかつ後遺症を少なく
するために、新しい術式の開発、様々
な非侵襲的治療法および手術器具の
開発、頭頸部癌の新しい診断法など

リンクナース
は病院内の専門
チームと現場の
病棟をつなぐ役
割をする看護師
のことです。専
門チームから専
門的な知識や技

術を学び、それを所属する病棟に伝
える役割を担います。病棟の看護師
は、患者さんが入院する時から退院
後の生活を想定した支援計画を立
て、医師・ソーシャルワーカー、リハ

生方との双方向の医療連携を通
じて、より多くの患者さんが専門
治療を受けられるよう努力して
参ります。未だ抗ウイルス治療
を受けたことがない方、これまで
の治療では治らなかった方、治
療の難しい肝硬変・肝がんの方、
あるいは糖尿病や脂肪肝などの
生活習慣病に伴う肝疾患の方な
ど、多数の患者さんのご紹介を
お待ち申し上げております。

に関する研究を進めています。頭頸
部の難治性疾患に苦しむ患者さんが
いらっしゃいましたら、ぜひお早めに
安心してご紹介ください。

ビリ、薬剤師等の他職種と協力して
実施します。それらが退院後も継続
できるよう地域の様々な職種と連携
し、患者さんが地域で安心して生活
ができるよう支援しています。退院
支援リンクナースは、このような支援
が適切に行われているか確認し、看
護スタッフへの指導・支援する役割
を担っています。
写真は退院支援チーム会議の様子

です。このような場で情報共有し、自
らの知見を深め、リンクナースをサ
ポートしています。

「肝炎・肝がん撲滅外来」スタッフ左より：北畑富貴子、柿沼晴、中川美奈、井津井康浩、朝比奈靖浩、
村川美也子、東正新、新田沙由梨、各医師

※  予約の詳細につい
ては、裏面をご覧下
さい

朝比奈教授 田中教授 肝がんラジオ波治療の様子肝がんラジオ波治療の様子朝比奈教授 田中教授


